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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月3日(2018.9.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１フレームを受信する受信部と、
　前記第１フレームの所定フィールドから抽出される、前記第１フレームの送信元アドレ
スとは異なる第１識別子と、前記第１フレームに対する送達確認情報とを含む第２フレー
ムを送信する送信部と
　を備えた無線通信装置。
【請求項２】
　前記受信部は、多重送信される複数の前記第１フレームを受信し、
　前記送信部は、前記複数の第１フレームのそれぞれの前記所定フィールドから抽出され
る複数の前記第１識別子と、前記複数の第１フレームに対する複数の前記送達確認情報と
を含む前記第２フレームを、送信する
　請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項３】
　前記複数の第１フレームは、少なくとも周波数多重および空間多重の何れかで多重送信
される
　請求項２に記載の無線通信装置。
【請求項４】
　前記第１識別子は、自装置が予め前記第１フレームの送信元である他の無線通信装置に
割り当てた識別子である
　請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項５】
　前記送信部は、前記他の無線通信装置の前記第１識別子を含む第３フレームを送信する
　請求項４に記載の無線通信装置。
【請求項６】
　前記送信部は、前記第１フレームの送信を許可する第４フレームを送信し、
　前記第１識別子は、前記第１フレームの送信元である他の無線通信装置が生成した識別
子である
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　請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項７】
　前記第１識別子は、前記第１フレームが送信されるリソースに自装置が割り当てた識別
子である
　請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項８】
　前記第１識別子は、前記第１フレームが送信されるリソースに自装置が割り当てた識別
子であり、
　前記送信部は、複数のリソースのそれぞれの前記第１識別子を含む第５フレームを送信
し、
　前記複数の第１フレームのそれぞれは、前記複数のリソースのうちの１つの前記リソー
スに割り当てられた前記第１識別子を含む
　請求項２に記載の無線通信装置。
【請求項９】
　前記複数の第１フレームのそれぞれは、データ送信の要求の有無に関する情報を含み、
　前記送信部は、前記情報に基づき第６フレームの送信を許可する他の無線通信装置を特
定し、特定した他の無線通信装置の識別子である第２識別子を含む第７フレームを送信す
る
　請求項８に記載の無線通信装置。
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